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ここで･P:圧電体の密度, uj:変位, TiJ･:応九 圧電基本式は
TiJ.- CijklSkl- ekijEk(2)
Di - eiklSkl+EikEk (3)
ここで




























の形をもっている.音速 vsの1つの値に対 し, aiは実は8個の解をもつが,Re(αi)≠
0の場合には,
α･--ai+4* (i-1･2･3,4)エ し11)
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とかける｡ (40), (41)式はキャリヤの平均自由行路を lとして ql≪1 の場合に成立





















































n .q2 1十LAl/A2)Z=-il l
a)Es γ1(Al/A2)+r2
が得られる｡
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Vp - ppEo , vn-p nEo
連続の式は,
iwep' し-iqJpz+空車 )-o∂∬



































































α=一T qoR･〔遭 +1+塑 qd)2+R2(旦 +塑 +生 qd)2













,p2'{,r 漫 - 1 '}2 ,n2'{,f (雲-1)}2























逆 向 き に走行する表面波 に 伴 う 物 理 量(それぞれ eiLu卜qZ),eiLwc+qZ)に比例 )
に,捕 ,(-)をっけると,
EcXo- 盲完 {Leppn,+ Ex-･teppp-enpn,-EI･C･C･} し87)
EZ ⊥ tLeppp一- n)+EI+LePPpTenPn)-E3++C･C･1188)co7W o n+op
となる｡ EcXonvtま横 convolution, EcZonvは縦 convolutionを表わす.
まず,横 convolutionを考える｡半導体の厚さをhとし, 甲2h≫1をみたし, α+-a-
rp+-rp--rn+-γn--1〔EO-0)の藤倉の convolutionvoltage杖,















vce nv 2αSJW Es 2Eo















































? ??? ? ? ? ?
?
??
? ?? ? ?
? ? ?
VG(kV)





























準 も も ｣と



















f-fげ そ1+生 壁 1- 1 し94,
nso e
























































































































において3GHzのバルク波を開いた場合, αd～=2×104 Ld:試料の厚 さ)程度で
あり,実験的検証は困難と思われる.
表面波と磁気表面準位の相互作桶の理論的研究はGrishinら20)21)によって行なわれ





















































EQ(a,Lj=B,i)-Rapγ∂塀 )E8Lexp〔itqi±qL)･,- itQ,i± Q,L)t]
の形の電場が生じる｡ ここで Sbi)は歪テンソル,Ra,peは電気光削 electroTOptic)
テンソルと音響光学 LelastO-optic)テンソルの成分を含み,両者ともに60Lがイキ㌢
トン遷移周波数に近づくと共鳴的に大きくなる(共鳴Brillouin効果 )0 (1)式に基づく





ZnO で-のn-1の3つのイキシトン遷移が観測されており, E⊥ C 軸の光によ■るA,
B遷移は0･373/上1n,EllC軸の光によるC遷移は0.369pTnで起こる｡1,im らの見出
したピークは0.3･84FETnと0.377/`Tnであり,-偏極方向依存性も一致している.約 100
Ag)シフ トの原因は不明である.
このように,表面波信号がイキシトン構造に対して敏感であることは大変興味深 く,
今後の研究の発展が望まれよう｡
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